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短期入院患者を受け持つ看護婦の意識
了階病棟　○山司　良子、斉藤、久保
1　はじめに
　近年わが国の医療動向として、患者の入院期間の短
縮化が図られている。その中で、当院7階病棟が開設
され3年が経過した。
　7階病棟では、約2～3週間で退院する患者が対象
になっており、そのうち1週間以内で退院する患者は、
全体の約1／4を占める。1週間以内で退院する患者
のほとんどが検査・手術目的で入院してくる。
　私達はプライマリーナースとして、検査・手術当日
に関わりたいという思いが強く、直接的なケァが出来
ないというもどかしさを感じ、プライマリーナースと
しての役割を果たせているのか疑問を感じていた。そ
こで、プライマリーナースとして1週間以内の入院患
者に対し、どの程度関われているのか、そしてどのよ
うな意識を持って患者・家族に接しているのかを、看
護婦を対象に調査し、考察したのでここに報告する。
ll．研究方法
　1．期間：平成11年10月1日～平成11年10月10日
　2．対象：7階病棟看護婦（プライマリーナース）18名
　3．調査方法：質問紙自記式調査、回収率100％
　4．調査内容：千代延らが使用したカテゴリーを一
部改正し、主体性・継続性・責任性・達成感の4つの
視点で分類。5段階の評価基準をもとに、10項目の質
問と記述により個々の意識を知る。
111．結果
・1週間以内の入院患者を受け持つプライマリーナー
スの約60％が検査・手術当日に直接関わる事ができ
　ている。
・プライマリーナースとして一番関わりたい場面を、
　「入院時」と答えた看護婦は18人中15人であった。
経験年数に差はなく、12人の看護婦がファーストコ
　ンタクトの大切さをあげている。
・プライマリーナースとして、一番関わりたい場面を、
検査・手術当日と答えた看護婦は18人中3人であっ
た。当日は患者の苦痛が最も強く、プライマリーナ
ースの直接ケアが大切であるという理由であった。
・プライマリーナースはケアが継続できるよう心掛け
て計画を立案している。しかし、ケアを継続するた
めに、評価・修正を行おうとする意識は高いが、プ
ライマリーナースの不在日もあり、実際に行えてい
ないことが多い。
・1週間以内の入院患者を受け持つ場合でも、約70％
の看護婦が達成感を感じる、又はまあまあ感じると
答えている。
図1：継続されたケアが出来るような計画を立案して
　　　いますか。
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iliii　5：よくできている
図2：患者の状態に応じて計画を評価し、修正してい
　　　ますか。
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図3：患者と深く関わるには時間が短いと感じますか。
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図4：1週間以上いる患者と比較して思い入れの違い
　　　はあるか。
　　1：ない
笏　2：少しある
獣　3：まあまあある
灘　4：ある
　　5：いつもある
図5：1週間以内の患者を受け持って、達成感はあり
　　　ますか。
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IV　考察
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　私達は検査・手術当日は直接的ケァが多いため、患
者と接する機会も多く、当日に関わりたいという思い
が強かった。しかし、18人中15人は、入院時に一番関
わりたいという意見であった。入院時に関わりたいと
いう理由には、「短期入院であるたあ、ファーストコン
タクトは大切であり今後の人間関係の始まりである」
とある。
　さらに、初期計画を立案し次につなげたいという意
見があった。つまり、今後の治療の方向性を主治医と
確認し、統一されたケアを継続していく為に、ブイマ
リーナース自らが責任をもって情報収集をし、入院時
の初期計画立案を望んだ結果といえるだろう。
　以上のことから、主体性・自立性の重要性を認識し
ていると推測される。また、患者の変化が早いため評
価・修正が追いつかず不十分であるという意見が多か
った。看護計画・修正・評価は、患者に直接反映され
るものであり、本来プライマリーナースの役割とされ
ている。そのため、上記の結果から、プライマリーナ
ースとして主体的に、自ら評価・修正をしたいという
意識の表れではないかと考える。
　松木は1）「担当看護婦あるいは同じモジュールの副
担当看護婦によって個々の患者のケァが継続される」
と述べている。7階病棟においても、プライマリーナ
ースが不在でも継続した看護が行われるようチーム内
での情報交換が行われている。その情報をもとに、ア
ソシエートナースは日々の患者の変化にも対応し必要
時、評価・修正を行い、患者のニーズにあったケアに
努あている。しかし、短期入院の場合、先に述べたよ
うに、プライマリーナースとして主体的に自ら計画を
評価・修正したいと意識しているものの、アソシエー
トナースの関わりにたよるところが大きい。
この現状をふまえ、患者に対して統一したケアを継続
させていくためにプライマリーナース・アソシエート
ナースの役割についてさらなる検討をしていく必要が
ある。
　次にプライマリーナースとしての達成感を調査した
ところ、図5より、3・4が全体の76．4％と高かった。
その理由として、短い入院であっても、患者自信が満
足して良い状態で退院するときや、予定どうりの治療
が終わり自分の立案した計画が生かされ、患者の目的
がはたされた時に、達成感が得られるという意見があ
った。しかし、少数ではあるが、勤務上の都合により、
患者に関わる時間が短く、直接ケァできない時は、達
成感を感じることが少ないという意見もあった。つま
り、プライマリーナースが立案した計画をもとに、継
続した看護は行われているが、受持ち患者と直接関わ
る時間が少ないために達成感を感じることが少ないと
いう意見が得られた。
　海老沢ら2）は、統一したケアの提供が「患者の満足
度」を高め、プライマリーナース自身の「看護に対す
る充実感」につながる、と述べている。このことから、
統一されたケアが行われる事により、直接ケアをする
ことが少なくても達成感を得ることができると考える。
又、橋本ら3）は、看護婦の主体性・自立性が仕事の満
足感や充実感につながる事、と述べている。以上から
主体的に患者のニードを把握し、統一された看護ケア
を展開していく事で、看護計画が生かされていくので
ある。そして、患者が満足して退院していくことで、
達成感の向上につながっていくのではないだろうか。
V　まとめ
　①1週間という入院期間でもプライマリーナースと
して主体性・自立性の重要性は認識している。
　②プライマリーナースは看護が継続されるよう計画
を立案しており、アソシエートナースはその計画に沿
って直接看護を行っている。場合によっては、患者の
急な変化にも対応し、必要時計画の評価・修正をして
いるため、アソシエートナースの役割が大きい。
　③直接関わる時間が少なくても、統一されたケアの
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提供により、患者が満足して退院する事も達成感の向
上につながる。
VIおわりに
　私達は、検査・手術当日に直接関われないというも
どかしさを感じ、プライマリーナースとしての役割・
意識について調査した。しかし、結果では自分の計画
が生かされ、患者が満足した状態で退院出来れば、達
成感は得られるという事が明らかになった。
　今後、私達はプライマリーナースとして経験を重ね
るなかで、今回得られた結果を踏まえて、プライマナ
ーロースとしての役割・意識を再認識していきたい。
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〈付録〉　（調査用紙の記述回答）
1．継続性（図1）
　1）看護計画について
　・基本的には、初期計画立案時に個別性を考慮して
　　いる
　・自分の不在日にチームの看護婦にしてほしいこと
　　を計画にとりこんでいる
　・入院目的、検査等がはっきりしているので看護方
　　針は明記している
　・個々の生活パターンや注意点が異なるため、個別
　　性を考慮している
　・退院日を考慮し評価日を決定する
　・沢山のケアが必要でなく、すぐに退院してしまう
　　ため修正する必要がない
2．主体性・責任性（図2・図3・図4）
1）プライマリーナースとしてどの場面に最も関わり
　　たいか
　〈入院日とした人の理由〉
　・不安を抱いて入院する患者との最初の関わりだか
　　ら
　・最初に出会った人に親近感を持つのでは？また、
　印象が強い
　・入院当日が、家族を含めて一番話をする機会がも
　てる
　・アナムネをとることによりプライマリーナースと
　　しての自覚が強くなる
　く検査・手術当日とした人の理由〉
　・患者の不安、緊張がピークに達するからケアをし
　　たい
　・患者の安心感につながる
く検査・手術前日とした人の理由〉
　・前日は前処理があるので不安が強くなる
　・患者のニードにあわせた情報の提供、計画の修正
　が出来る
2）家族・主治医への関わりについて
　・説明、情報は提供しているつもり
　・短いからこそその時間を大切にしている
　・時間的に関わることが少ない
　・自ら主治医へ働きかけている
　・患者へきちんとした説明が必要なため関わってい
　　る
　・家族が面会に来る度合いや退院後に協力してほし
　　い事があれば行うが症例的にあまりない。しかし
　プライマリーナースであることは伝えている
　・自分の不在時もありコンタクト不足の時もある
3）8日以上入院する患者との比較について
　・期間に関係なく他の受持ち患者と変わらずケァし
　ている
　・ほとんど他の患者と思い入れに差はないが患者の
　状態による
　・思い入れの違いがあってはいけない
　・長いと情がわく
3．達成感（図5）
　・入院から退院まで多く関われ、無事に退院した時
　感じている。
　・1週間という期間はあまり達成感に関係ない
　・関わりが不十分なうちに退院が決まってしまった
　時、プライマリーナースとして役に立っているの
　か不安が残る
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